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１．はじめに
　私の本務校は立教大学の併置校である立教池
袋中学校・高等学校（以下本校）である。立
教大学においても「英語の立教」からさらに
「Rikkyo Global 24」と国際化対応力をつける
ためのプロジェクトを始めた。本校でも、その
ようなイメージを持たれており、中学１年から
高校３年まで必修の英語の授業数が週７時間で
あり、しかも授業時はクラスを半分に分けるこ
とで、さらに少人数による英語の授業を実施し
ている。さらに、7 時間の中で 1、2 時間はネ
イティブスピーカーによる授業を中学 1 年生か
ら実施されている。このことからも英語に重点
を置いている学校といってよい。
　また、毎年行われている学校アンケートにおい
て本校の志望動機や期待することとして、英語教
育、英語力を身につけること、国際性や異文化理
解等の回答が上位になることからも、本校の英語
教育に対する期待度は非常に高いと言える。
　さて、教職研究第 23 号に寄稿させて頂いた「数
学を英語で表すと…」という私の拙稿がある。今
回の「数学教育における英語の活用」はその続編
として捉えて頂いて構わない。英語科の教員に
英語の授業だけ任せるだけでは、生徒一人一人
の英語力向上には限界があることも感じている。
　それから２年が経ち、世の中の動きや様々な
出版社、団体の変化から考えた私が本校中学校
３年生を対象とした選択科目「英語で数学を」
の実践記録である。指導内容・方法、方向性、
生徒の意欲や成果をいった点をまとめることに
した。
２．きっかけ①
　きっかけは 2011 年 8 月に実施された一般財
団法人国際ビジネスコミュニケーション協会
主催の「TOEIC®/TOEIC Bridge® 教員向け
セミナー」で、かえつ有明中・高等学校の国際
交流センター長・国際バカロレア研究員であ
る久保敦先生の「国際コミュニケーション力」
という招待講演を聞いたことである。その内
容は、英語を含めた複数教科における Critical 
Thinking の実践の必要性であり、そこで引き
合いに国際バカロレアプログラム（以下 IB プ
ログラム）が出されたのである。　
　詳細は割愛させて頂くが、正式には国際バカ
ロレア資格といい、スイスの財団法人国際バカ
ロレア機構の定める教育課程を修了すると得ら
れる資格である。
　IB プログラムの中の数学の指導内容を本校
数学科の教科課程と比較してみると、一致する
内容もあれば、異なる内容もある。しかし、履
修する順序を考慮すると、以下の表 1 のように
中学校課程とほとんど変わらない。また、2012
年度から新課程 1）の数学Ⅰ、Ⅱ、Ⅲ、A、B と
1） 理科・数学は他の教科より１年前倒しで実施された。
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いった高等学校の指導内容は混在しながらも標
準コース（SE）、発展コース（HL）のテキス
トに網羅されている。
表 1　本校の教育課程と IB プログラムの比較
MYP ２ 中学１年生程度
MYP ３ 中学 2 年生程度
MYP ４ 中学 3 年生程度
SE 高校１～３年生程度
HL 高校２～ 3 年生程度
HL Options 高校３年生自由選択程度
３．きっかけ②
　財団法人日本数学検定協会（以下数学検定協
会）が実施している中高生向けの数学の大会で
ある数学甲子園（前身は数学選手権）では、予
選を突破し、本選に臨むと準々決勝、準決勝に
おいて英語表記による問題を解くことが必須に
なる。例えば、以下のような問題が出題された。
　A card is drawn at random from an 
ordinary deck of 52 cards. This is done three 
times. Each card is replaced in the deck 
before the next card is drawn. What is the 
probability that at least one of the card will 
be a spade?
　訳してしまえば、高校１年生の数学 A の基
礎問題であるが、英語表現となると中学生や高
校生にとって単語のみならず文法的にも難しい
内容を含んでいる。海外での受検、国内のイン
ターナショナルスクール向けから始まったと聞
いているが、数学検定協会は英語表現の重要性
を認識しており、年２回であるが数学検定を英
語表記の問題でも受検することができる。2009
年には英語版数学検定４級、３級対策用の教本
も発行している 2）。
４．きっかけ③
　東京書籍や啓林館といった検定教科書を提供
している出版社から検定教科書と同内容の英語
版の教科書が新課程あわせ、提供されるように
なった。紙媒体というより電子データ 3）での
提供といった方がよいだろう。日本語版の教科
書の電子データは指導書等とともに以前から提
供されていたが、英語版が有償で新課程にあわ
せて出版された。後述するが、電子データを比
較すると東京書籍の場合、日本語版と英語版の
レイアウトは全く同じである。記述されている
言語が日本語か英語かの違いなだけである。啓
林館の新課程高校生向けの検定教科書におい
て、索引に日本語だけでなく英語表記もされて
いる。
　これまでは、大日本図書の高等専門学校向け
の数学教科書 4）だけであったのが、索引に英
語表記が載っただけといってしまえば少しの変
化であるが、英語表現が併記されたのは大きな
事実である。
2） 参考文献参照
3） PDF ファイルであり、デジタル教科書ではない。
4） 参考文献参照・高専の教科書であるから検定教科書ではない。
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５．授業での取り組み
　きっかけ①、②に啓発された私は、2011 年度、
2012 年度では、担当していた数学Ⅰ、A、数
学Ⅱの授業の各単元の終わりに英語表現問題で
指導する時間に割り当ててみることがあった。
生徒からはおおむね良好な評価を得ることがで
きたが、IB プログラムの内容をそのままでは
授業で使えないこともあったので、内容的には
もっと深く丁寧に扱い、指導することはできな
いかと考えるようになった。
　その後、世間では一気に国際化からグローバ
ル化が叫ばれるようになり、異文化理解やコ
ミュニケーション能力といった言葉が一人歩き
するようになった。これらの内容についてここ
で議論するつもりはないが、きっかけ③の検定
教科書の英語表現化は授業をする上で大きな後
押しとなったのはいうまでもない。
　そこで、授業を組み立てる上での必要な情報
や環境が整ったと判断した私は 2014 年度の本
校中学校３年生の選択科目の講座の１つとし
て、「英語で数学を」という数学の講座を実施
することにしたのである。
６．本校の選修教科（選科）
　まず、本校の選択科目について説明する。中
学生を対象とした選択科目群が選修教科、略し
て選科である。歴史的には 30 年以上も前から
実施されている選択科目制度であるが、選科は
各学年週に３時間実施され、生徒は自らの意志
で３種類の講座を履修できる。英数国といった
教科指導型だけでなく、体育、音楽、美術といっ
た実技系科目の講座も用意されているのが特徴
である。さらに、苦手克服を目的とする選科 A、
より発展的な内容を扱う選科 B という２種類
のカテゴリがある。
　数学科としては、数学が苦手な生徒向けの初
級演習（選科 A）から数学ジュニアオリンピッ
クや群論のような発展内容を扱う上級演習（選
科 B）のような内容の講座を開講している。小
川洋子著の「私の愛した博士」を読みながら、
描かれている内容を数学的に知識を解読すると
いった講座も過去には開講された。初級演習で
は受講した生徒の理解度やニーズにあわせて内
容を対応していくが、選科 B に関しては講座
の目的や内容をできるだけはっきりさせれば、
内容に関しては講座担当者に一任されている。
　また、選科のもう一つの特徴は定期テストを
実施しないことである。あくまでも教育課程上
では総合的な学習の時間として位置付けている
ため、設置当時から記述式評価を用いている。
7．選科「英語で数学を」実施のための準備
　ここ数年のさまざまなきっかけや社会情勢の
変化から、実際に英語表記された数学の概念や
問題に接することで、私は数学的な内容をより
深く学ぶ講座を実施したいと考えるようになっ
た。過去に実施した単元のまとめとしての授業
のように数時間に限り英語表現に触れるのでは
なく、きちんとした授業計画の下で、授業をす
ることはできないかと考えたのである 5）。
5） 同列に扱うことはできないが、立教大学理学部生命理学科にも科学英語という科目があり、立教大学のＨＰで
も紹介されている。
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　幸い 2014 年度中学３年生の選科を持つこと
になり、そこで上記のような内容の講座を設定
した。英語表現の教材に触れながら学習するこ
とだけでもよいのであるが、せっかく身につけ
た知識を確認するための方法や手段はないかを
検討したところ、きっかけ②で述べた数学検定
協会が実施している英語表記の数学検定を活用
することにした。英語表記問題での数学検定を
受検し、個々の実力を確認することにした。
　しかし、英語表現問題の数学検定の実施は数
学検定協会によると年に２回の実施である。授
業の進度やカリキュラムとは時期的に一致しな
い。どうしても授業の年間総括として受検する
ことを指導内容に含めたかったので、講座の主
旨と内容を同協会に理解して頂き、何とか年度
末の２月の団体受検日に英語表現問題も実施し
て頂けるようになった。検定試験の合格も最終
目標に加わることで、講座内容に厚みが出るこ
とになった。
８．選科「英語で数学を」の教材と実施計画
　指導年間計画は以下の通りである。中学３年
生の選科なので、前期（４月～７月）は、中学１，
２年で学習した内容の英語表現に慣れることを
目標とした。忘れている内容もあるので復習を
兼ねてはいるが、既習内容を英語表現に直すだ
けなのであるが、言うは易く行うは難しである。
　９月以降は、中学３年生での学習事項を英
語表現として授業を行う。使用教材は東京書
籍の日本語版と英語版の教科書、IB プログラ
ムのテキストを使用することにした。東京書籍
の新しい数学１～３が本校で採択している教科
書で、全員が所持している。そこで英語版の教
科書を提示しても、対応するページを開けば、
「訳」が載っていることになる。辞書を引くこ
とや自分で訳すことをないがしろにするつもり
はない。辞書を引くだけではわからない表現も
多いため、直訳や意訳でもなく、きちんとした
正当な数学の表現に則った日本語として教科書
に載っていることは大切なことである。
実施月 内容 使用教材
４月 既習内容確認とその英語表現の比較
東京書籍新しい数学３年
（日本語版・英語版）
５月 中学１，２年生のまとめの問題（数と式分野） 同上
６月 中学１，２年生のまとめの問題（図形分野） 同上
７月 数学検定４級英語版対策 日本数学検定協会から提供の英語版問題
９月
中学３年生での学習内容とその英語表現の比較
（式の展開・因数分解）
東京書籍新しい数学３年
（日本語版・英語版）
IB テキスト
１０月 同（平方根と２次方程式） 同上
１１月 同（２乗に比例する関数） 同上
１月 同（三平方の定理） 同上
２月
数学検定３級英語版対策と英語版３級受検
まとめ
日本数学検定協会から提供の英語版問題
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　ある程度授業が進んだときに、数学検定協会
の英語表記問題に触れることで、実践練習にな
るような年間計画を立てた。７月は中学１、２
年生の内容であるので、検定４級の問題、１、
２月は中学校の数学の総括にあたるので検定３
級の問題を扱うことにした。
　そこで、授業の募集要項には以下のように掲
載した。
　二等辺三角形や台形を英語で言えますか。三
角形の合同条件はどうでしょうか。英語で表現
すると数学の問題もよりわかりやすくなりま
す。英語で数学に挑戦してみませんか。数学検
定３・４級の英語版の合格をめざそう。ただし、
授業は日本語です。
９．選科「英語で数学を」の実施方法
　授業の形態も通常の授業とは異なる方法を極
力取り入れることを検討した。2013 年度末か
ら多目的に使える３教室にシャープ製の電子黒
板「ビッグパッド 80 インチ」が導入されたので、
それを活用するような教材を作った。通常教科
書は縦のサイズなので，東京書籍の電子ファイ
ル（PDF ファイル）6）も縦サイズである。こ
れを PC や iPad を用いて電子黒板に表示させ
ても画面の中央に小さく縦に表示されるだけで
ある（図１）。
　電子黒板の機能をフル活用すると大きく表示
できるが、毎回拡大操作をしなければならない
ことと拡大操作をするとすべてが表示されない
（図２）。
　次にデジタル教科書でないコンテンツを電子
黒板で活用するどのようなデバイスが相応しい
か検討した。薄型であってもノート型パソコン
では教室内の機動性が劣ることになる。端末を
持って教室内を自由に移動し生徒の授業中での
活動をチェックする必要があるので、重さ、バッ
テリー駆動時間、操作性を考慮した。機動性を
重視するために、端末と電子黒板の接続も無線
でできる機器（デバイス）を検討した。
　最終的には軽量で、長時間使用でき机間巡視
等も簡単にできる iPad7）で授業することとし、
図 1 図 2
6） デジタル教科書は、横表示を前提に教科書をより効果的に理解できるように様々なアイディアで作成された
デジタルコンテンツであり、単純なPDF ファイルとは異なる。
7） 実際はiPadAir である。授業で50 分間授業をすると、これでもまだ重い。スマートフォンも考えられるが、画面
が小さく授業中での操作がしにくい。
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プレゼンテーションのスライドのように横長の
教材を作ることにした。さらに電子黒板の解像
度を最大限に活かすため、電子黒板とデバイス
は無線方式で HDMI が接続できる機器を使用
することにした。
10．指導内容
　中学３年生４月の英語力を考えると、動名
詞、現在分詞や過去分詞の形容詞的用法、関係
代名詞あたりが理解の限界であると考えたもの
の、中学 3 年生の数学の英語表現の問題が、カ
リキュラム上の中学 3 年生の知識と一致すると
は限らない。むしろ、内容にあわせるために、
文法的に難しくなることは必至である。関係副
詞、分詞構文等が当然のように現れる。１コマ
50 分の時間配分を、英文を解釈するのにおよ
そ半分の時間を費やし、残りの時間で問題を解
いたり、解説したりする時間として実施してい
る。また、使用言語であるが、専門用語が数多
くあり、しかも初めて聞く単語の方が多い。そ
こで、授業は日本語で行うこととし、教材が英
語であると設定した。
　そこで、授業で使う単語帳を用意した。教材
を読み、知らない単語や表現を書き留めるため
である。意味を辞書で調べ、書き留めていく。
下の表に一例を示したが、今まで知っていた単
語であっても、数学の専門用語となかなか一致
しない（表２）。
 
表２
　また、小学生でも使っている用語であって
も、英語で表現すると非常に難しい用語も多
い（表３）。 
　平行四辺形のように意味が想像できるものも
あるが、ラテン語が語源のひし形、台形のよう
な単語は難しい。また、円周率は、πというギ
リシア文字を用いて表すが、その音を用いて Pi
が通常の英語表記である。授業ではあえて Pi を
用いず定義を用いて表現した。数学検定協会も
同様である。数学に関する専門用語であるから、
表 3
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文法的には容易であっても単語が難しいため、
問題文全体が難しくなってしまうのである。
　また、数学検定協会の英語表記での数学検定
４級には以下のような出題された問題（一部抜
粋）がある。
  It takes 8 minutes for Becky to go to school 
from her home. Find the distance, in m, to 
school from her home.
　中学 3 年生であればそれほど難しい文ではな
いが、引っかかる点は distance に続く ”,in m,”
である。「メートルで」という単位の指定であ
るが、これは問題を解くために解釈する上での
大きなポイントになる。
　さらに、以下の２文は同じ意味を表すが、②
の方が中学生にとって、表現的には使役動詞を
使わないことで平易である。しかし、不定冠詞
とも思える a の１文字で始まる文は、中学生の
英語ではなじみは薄い。
　① Let a be a natural number less than 100.
　② a is a natural number less than 100.
すると、①の方が a をきちんと定義した表現に
なるので、問題の意図が正確に表現できるが、
はじめの a は文字であり、不定冠詞ではない。
その区別をするためには、より丁寧に文字をイ
タリック体にする等の配慮は必要である。
　① Let a be a natural number less than 100.
　② a is a natural number less than 100.
このことだけで、 a が何かを表す文字であるこ
とが容易に判断できる。
　それでは、実際の問題を通して、日本語表現
と英語表現を比較していく。ここでは東京書籍
の検定教科書から速度、1 次関数、空間図形の
３問 8）、次に日本数学検定協会から数学検定の
問題から 2 問 9）を選んだ。
例１　東京書籍新しい数学３　224 ページ・問
15
英語表現
A round trip between point A and B was 
completed. It took 20 minutes to go one 
way, but on the way back we walked 20m 
per minutes slower, so it took 30 minutes. 
Assuming we walked at a constant speed 
each way, determine the distance between A 
and B.
日本語表現
　２つの地点 A, B 間を往復しました。行きは
20 分かかりましたが、帰りは行きの速さより
毎分 20 ｍだけ遅くしたので、30 分かかりまし
た。行きも帰りもそれぞれ一定の速さで歩いた
ものとして、A,  B 間の道のりを求めなさい。
　速度の問題に、「誰が」という主語がないこ
とが多い。例１では、A round trip から始まる
1 文目になる。２行目の Assuming で始まる分
詞構文も「と仮定すると」であるが、日本語表
現では「ものとして」と数学ではなじみのある
表現である。一方、帰国生でもない普通の中学
生が分詞構文 Assuming から始まる文を、題
意にように理解できるかというと難しい。
8） 一般社団法人　教学図書教会　許諾番号10-553 号
9） 日本数学検定協会に引用の許諾済み
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例２　同 225 ページ・問 19
英語表現
Let A be the point of intersection of 2 lines, 
y=x+3 and y=−2x+12. Also, let the x-intercept 
of these 2 lines be B and C.
（1） Determine the coordinates of point A.
（2） Determine the area of △ ABC. 
（3） Write the equation of the line that passes 
through point C and divides the area of △
ABC in half.
 
日本語表現
　2 直線 y=x+3 と y=−2x+12 の交点を A とし
ます。また、この２直線と x 軸との交点をそれ
ぞれ B, C とします。
（1）点 A の座標を求めなさい。
（2） △ ABC の面積を求めなさい。
（3） 点 C を通り、△ ABC の面積を２等分する
直線の式を求めなさい。
　例 2 では Let で始まる２つの文が、問題で設
定されている条件の説明である。中学生では
「y 切片」は定義されているが、「x 切片」は授
業内で触れることがあるかもしれないが、用語
として定義はされていない。そこで、英語表現
the x-intercept of these 2 lines を訳すと「2 直
線の x 切片」であるが、教科書では「この２直
線と x 軸との交点」となる。逆に日本語表現の
視点に立つと、「x 切片」を使えないことで、「x
軸との交点」と説明になるが、英語表現では通
常の「交点」を表す intersection point を用い
ずに問題に適切な the x-intercept となってい
る。このような使用できる用語の違いも留意す
る必要がある。
　さらに問いにある「求めなさい」という言い
回しであるが、英語表現では（1）、（2）では
determine、（3）では write と使い分けている。
他に find、「解く」の意味として「求めなさい」
を使うときには solve もある。
例３　同 226 ページ・問 22
英語表現
The base of the quadrilateral prism shown on 
the right is a trapezoid. Name all that satisfy 
each （1）～（4）.
（1）Edges that are parallel to edge BF.
（2）Faces that are perpendicular to edge AE.
（3）Edges that are perpendicular to face 
BFGC.
（4）Edges that are skew with edge BF.
 
日本語表現
　右の図の四角柱の底面は台形です。（1）～（4）
のそれぞれにあてはまるものをすべていいな
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さい。
（1） 辺 BF と平行な辺
（2） 辺 AE と垂直な面
（3） 面 BFGC と垂直な辺
（4） 辺 BF とねじれの位置にある辺
　例３では、問題文 1 行目は図の四角柱の説明
である。The base ～ the right までが主語であ
る。このような英語表現上で長い主語に、生徒
は戸惑う。数学や算数で「答える」にもかかわ
らず「いいなさい」という設問がある。英語表
現では Name であった。具体的な辺や面を答
える問いであるから、意味は分かるが、これま
では find を用いた文が多かったので、やはり
生徒は戸惑った。
　この問題の設問は日本語表現ではすべて体言
止めである。英語表現では体言で始まる。日本
語と英語の語順の違いを表している。他の領域
でも、このような表現は多い。
例４
数学検定３級１次試験
y is directly proportional to the square of x 
and y = 8 when x = 4. Express y in terms of x.
（y は x の２乗に比例し、x = 4 のとき、y = 8
である。y を x の式で表しなさい。）
　問題集によくある問題であるが、接続詞 when
以下の部分に特徴がある。接続詞に続く部分が
等式である。x = 4 は x is equal to 4 であること
に注意する必要がある。もう１点、英語表現 ”in 
terms of” である。y in terms of x は「y を x を用
いて」という数学では定番の表現である。
例５
数学検定４級１次試験
Solve for a in the equation S=ah, where h > 0.
（h > 0 のとき、等式 S=ah を a について解きな
さい。）
　教科書レベルの問いであり、問題文も短いが、
関係副詞 where の表現がある。接続詞 when と
の使い分けも大切であるが、例４と比べて、中
学生でも分かるように説明をしなければならな
い。変数 h が正の数であるという範囲のあるよ
うなときは関係副詞で表されることが多いと説
明することにしている。ただし、where h> 0 と
いう条件が付いていない問題は多い。この条件
がないとき、厳密言えば h=0 と h ≠ 0 の場合分
けをする必要が生じるが、中学２年生における
等式変形の問いでは、その点に触れないことも
多い。
12．生徒の感想から
　今回の授業の履修者は 18 名。その中で帰国
児童入試で入学してきた生徒は 3 名である。ア
ンケートの内容は、以下の通りである。①～④
のなかであてはまるものに○をつけ、その理由
を記すものである。【１】で①～③に回答すれば、
肯定的と判断した。
【１】前期を振り返って授業の内容はどうでし
たか。
①予想以上に、思った以上によかった
②よかった 
③まあこんなもんだ。　
④思っていた内容、予想していた内容と違った。
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　その理由を以下に書いてください。
　生徒の主なコメントは以下のようである。
・英語が新鮮。
・英語の意味と数学の意味が違うのが面白い。
・知的になった気がする。
・英語の授業とは違う考え方をするのがいい。
・iPadと電子黒板が分かりやすい。
 
④のコメントして
・英語で授業をして欲しい。
・英語が難しすぎるが、英語の授業ではないの
で、もっと数学の問題を解くのかと思った。
・英語で考えると数学が分かるようになると書
いてあったが、その英語が分からない。
【２】授業への取り組み方について
①自分なりに積極的に頑張った。
②まあ頑張れたと思う。
③途中から居眠りしたり、忘れ物をしてしまう
ようになった。
その理由を以下に書いてください。
生徒の主なコメントは以下のようである。
・辞書を引きながら自分でよく調べた。
・辞書がなくても問題が解けるようになった。
・日本語の教科書と英文を比べると、面白い。
・英語には書いてある言葉が、日本語では訳さ
れていないことがあるのが不思議。
④のコメントして
・英語が分からなくなって、数学もできなく
なってしまった。
・数学の単語の意味を覚えても、英文の問題は
解けない。
・はじめは面白かったが、問題が難しくなって
しまった。
13．終わりに
　選択授業であっても、１年間通して授業を組
み立てていくと、様々な課題が浮かび上がる。
　かつて、高校生に実施したとき、『英語表現
問題の方が、日本語表現問題より、前後の関係
や条件が厳密によくわかるから、英語だけにし
てほしい』と言いに来てくれたこともあった。
しかし、中学生では、英語という言語の構造と
数学の表現がより近似しているということを実
感することより、英語の表現による難しさが先
に立ってしまうことを感じている。高校生が先
 
 
① 
11% 
② 
44% 
③ 
28% 
④ 
17% 
設問１ 
 
①  
50%  
② 
33% 
③ 
17% 
設問２ 
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のように感じたことを中学生が実感するために
は、１時間に２，３問ではなく、生徒のコメン
トにもあるように、もっとたくさんの問題に触
れてみる時間があってもいいのではないかと考
えている。そこで、９月から語彙も大切である
が、問題をたくさん解くことに重点を置くこと
にした。
　生徒の使っている辞書の種類も課題がある。
紙媒体の辞書と電子辞書の違いである。私がか
つて学校行事でアメリカにキャンプに行ったと
き、電子辞書を見せたところ、それは辞書では
ない、サーチャーだといわれたことがあった。
検索の速さは見事であるが、文例や数学の意味
を知る上で紙媒体の辞書も捨てがたい。ただし、
辞書を使っている生徒の引く速さは早いのも事
実。生徒を焦らせないようにしなければいけな
い。
　今後、1 人１台の電子端末を使用するように
なったら、ネット辞書を使うようになるのであ
ろう。
　例えば、先の引用した問題文 ”The base of 
the quadrilateral prism shown on the right is 
a trapezoid.” をネット翻訳すると、「右に示す
四辺形プリズムのベースは台形である。」とな
る。専門用語の解釈に問題はあるものの、文の
構造は正しい。本当は、「右の図の四角柱の底
面は台形です。」である。この例を授業で見せ
たところ、まだまだ、専門用語の文の翻訳は自
分でやらなければならないと実感したようであ
る。しかし、どのように英文を解釈したか、ど
のように問題を解決したか等のレスポンスを知
る上では、電子黒板と電子デバイスの活用でき
る点は大いにある。
　英語の授業以外でも英語に触れることを目的
として始めたこの講座であるが、課題も多い。
専門用語の単語リストは、役に立つのであるが、
何人かの生徒からも指摘があるように、実際の
問題になったときの英語表現の難しさ、複雑さ
に戸惑い、きちんと解釈ができないことがある
ということである。
　又、IB プログラムのテキストの中には日本
と教科書とは異なる視点の単元もあり、授業の
参考にしたり、新しい発見もあったりした。IB
プログラムの表現の方が、平易に書かれている
と感じるときもあった。IB テキストには以下
のような問題があった。
　Two numbers have a difference of 7 and an 
average of 4. Find the numbers.
数学検定４級には次の問題がある。両者は連立
方程式を扱うときによく主題される問題であ
る。
　There are two numbers, x and y. The sum 
of x and y is 30. The sum of 7 times x and 2 
times y is 95.
　英語表現された数学の問題を解くという趣旨
の講座であるが、英語表現された数学の問題で
英語の表現や文法を教えることが起きる。それ
は、本来の趣旨ではないので、私の講座を本校
の英語講師菊池亮子氏にも見て頂き、感想や指
摘された点を記す。
　日本語で数学を学ぶときより英語脳のまま専
門用語を自然に学ぶ。数学の概念を身につける
と日本語訳された数学の用語が自然に身につく
ので、将来研究の専門書が読みやすくなるかも
しれない。
− 96 −
教職研究　第 25 号（臨時増刊）（2014）
　指導のプロセスが文法より、実践を積み重ね
るという点であると授業の見学を行った。文法
事項だけで英語の授業をすると生徒は時とし
て、その文法に重要性より「苦手意識」が生じ
るだけの時がある。目の前に「問題」があり、
共に学ぶ「仲間」とメンターが導く環境が揃っ
ていると、生徒は数学脳と英語脳の働き方を同
時に習得できると感じた。
　専門用語の単語帳を作ることで、生徒達は数
学脳の引き出しに英語の数学用語を入れながら
学習することになる。
　さらに、具体的な内容にとして、以下のよう
な感想を頂いた。
  “determine” も、 普 段 の 英 語 の 授 業 や 小
テ ス ト で 覚 え る よ り も 血 肉 と な り 身 に つ
く。”determine” と ”decide” の意味の差も数学
の問題から理解できる。前者は「決定を支える
確信に重点」があり、後者は「決定する行為に
重点」がある。数学の問題を解く上で解答は確
信であり、表現として ”determine” がよりふさ
わしい。
　“name” も同様にとても責任があり重みのあ
る動詞であるから、数学の問いにおいてはとて
も神聖な荘厳さを感じる。この世界にある物事
の現象に対して、”name” という動詞で数学は
向き合うのだと感じる。このような訓練を受け
る生徒は数学という学問の崇高さも英語を通し
て学び向かい合うことができる。
　最後に、英語の言葉の持つ重みを教えて頂く
ことができた。求めるを ”determine” で表現す
ることに違和感はないのであるが、どうして違
和感がないのかが分かったのも事実である。
　英語科の教員とのコラボレーションが必要で
あると感じた授業参観であった。教える側も授
業を受ける生徒も納得のいくよい教材を作り、
よい授業を構築していこうと思う。御指導、ご
鞭撻をお願い申し上げます。
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